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Ⅰ.前 文
これからの医療に携わる医学部生の皆さんには，①臨床や研究に必要な最新知識を得るための文献の読解力，②症例

報告や研究成果発表のための論文を執筆する能力，③国際学会等で発表・討論できる力，④外国人患者の診療や海外で

の医療活動に必要なコミュニケーション力や診療録を記載する力，などの英語力が必要となります。また，感染症のパ

ンデミック等の緊急時には英語で発信される最新情報を膨大な情報群から素早く正確に取捨選択することが必要とな

り，この様な力は①の読解力無しに発揮することはできません。

医学英語Ⅲではこれらの力を養う上での基盤となる医学用語（medical terminology）を学び，用語を正しく理解し，

実際に使用できるようになることを目標にしています。

Ⅱ．担当教員
教　授　　入　澤　篤　志　　消化器内学

教　授　　豊　田　　　茂　　循環器内科学

教　授　　青　木　　　琢　　肝・胆・膵外科学

教　授　　小　橋　　　元　　衛生学

教　授　　河　越　龍　方　　眼科学

教　授　　飯　田　拓　也　　形成外科学

教　授　　井　川　　　健　　皮膚科学

教　授　　和　氣　晃　司　　救急医学

教　授　　古　郡　規　雄　　精神医学

教　授　　志　水　太　郎　　総合診療内科学

教　授　　仁　保　誠　治　　呼吸器・アレルギー内科学

教　授　　鈴　木　圭　輔　　脳・神経内科学

教　授　　麻　生　好　正　　内分泌・代謝内科学

教　授　　中　山　次　久　　耳鼻・咽喉・口腔学

教　授　　今　井　陽　一　　血液・腫瘍内科学

教　授　　三　橋　　　暁　　産科婦人科学

教　授　　釜　井　隆　男　　泌尿器科学

教　授　　白　石　秀　明　　小児医学

教　授　　高　畑　雅　彦　　整形外科学

教　授　　濱　口　眞　輔　　麻酔科学

教　授　　曽　我　茂　義　　放射線医学

教　授　　小　飼　貴　彦　　検査医学

教　授　　池　田　　　啓　　リウマチ・膠原病内科学

教　授　　石　田　和　之　　病理学

Ⅲ．一般学習目標
臨床医学で用いられる医学用語（medical terminology）を理解し，英語の医学文献を読解できる能力を養成する。

Ⅳ．学修の到達目標
1）英語の医学用語の意味を正確に理解し記載できる。
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2）英語の医学文献の概要を説明できる。

Ⅴ．授業計画及び方法　＊（　）内はアクティブラーニングの番号と種類
（ 1：反転授業の要素を含む授業（知識習得の要素を教室外で済ませ，知識確認等の要素を教室で行う授業形態。）

　2：ディスカッション，ディベート　3：グループワーク　4：実習，フィールドワーク　5：プレゼンテーション

　6：その他　空欄：該当なし）

回数 月 日 曜日 時限 講　　　義　　　テ　　　ー　　　マ 担当者 アクティブ
ラーニング

1 4 6 月 3 オリエンテーション 池 田 　 啓 1

Ⅵ．評価基準（成績評価の方法・基準）
各科目の定期試験問題内の英語問題が「医学英語 III」の評価として集計される（100％）。

Ⅶ．教科書・参考図書・AV資料
参考図書：

日本医学会　医学用語辞典　Web版（https://jams.med.or.jp/dic/mdic.html）

日本医学英語検定試験　3・4級教本

各領域の教科書・参考図書

Ⅷ．質問への対応方法
講義時間中に各担当教員に直接質問するか，科目責任者（池田 啓 k-ikeda847@dokkyomed.ac.jp）にアポイントをとっ

てから質問に来ること。

Ⅸ．卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連	

＊◎：最も重点を置く DP　〇：重点を置く DP

デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 ）

医師としてのプロフェッショナリズム
幅広い教養，利他の精神，医師に求められる品格を身につけ，豊かな人間性を育み，他の医療者と協調して，
多様な価値観を尊重する全人的な医療を実践できる

○

能動的学修能力
医学知識・技能を主体的に学び，情報・科学技術を活用して，生涯にわたって自ら問題を発見し，解決する
ことができる

○

地域医療の理解
地域社会における医療の役割と，その中核を担う意味を理解できる

国際性
国際社会における医学・医療の動向や課題を理解し，課題解決に向けて行動することができる ◎

リサーチマインド
研究活動における積極的な創造・発信に挑み，医学・医療の進歩に貢献することができる ○

Ⅹ．課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法
Ⅷに記載の方法で質問を受け付ける。
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Ⅺ．求められる事前学習，事後学習およびそれに必要な時間
事前学習：講義の分野の英語医学用語に目を通しておく。（15分）

事後学習：�講義の分野の英語論文を検索し，興味があるものを通読することにより，該当分野の英文に慣れ親しみ，

用語を定着させる。（20分）

Ⅻ．コアカリ記号・番号
PS-02, RE-02-02
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